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＜連絡事項＞

· 患者様動静報告について‥‥10月8日(日)に、患者様動静報告の貼り付けファイルがなく

なった為、緊急に「H18.10-10-1」というファイルへ貼り付

けをしていましたが、これまで貼り付けていたファイルが見

つかりましたので、通常通りのファイルに貼り付けをするよ

う庶務課から連絡がありました。

· 定期心電図検査‥‥10月12日(木)13：00より、患者様の定期心電図検査が実施されます。

東病棟(A・B・C・D・合併)の患者様は計20名の検査予定となっています。

名簿は病棟詰所に掲示してありますので、各自確認するようにして下さ

い。また心電図検査実施にあたり、応援要請があった場合はスタッフで

協力し合い検査を円滑に実施できるようにしましょう。

＜皮膚科診察＞

· 畑中　成夫様～本日の診察の結果、『褥瘡治癒』となりました。褥瘡予防対策管理委員会

へは報告していますので、委員会の方に褥瘡治癒報告書を提出して頂きま

す。また、褥瘡周囲の湿疹にはﾃﾞﾙﾓｿﾞｰﾙを塗るよう指示がありました。

また、円形脱毛があり、新たにフロジン処方となっています。

· 澤向　幸二様～左肩・前腕部・背部に急性湿疹があり、ｱｽﾞｸﾛ軟膏が処方となっています。

· 石塚　文明様～左肩の擦過傷があり、ｱｽﾞｸﾛ軟膏処方となっていましたが、本日止めとなっ

ています。

· 阿部　文香様～両手指に凍傷あり、新たにﾕﾍﾞﾗ軟膏が処方となっています。また本日の夕

方よりﾕﾍﾞﾗ錠3回/1日、5日分処方となっています。本人は痛みや痒みは

無いと話していますが、指のささくれを剥がす自傷行為や、手洗いの常同

行為が時折見られますので、発見時は介入し、症状の軽減へ繋げましょう。

· 山本　国太郎様～左胸部から背部への帯状疱疹あり、疼痛が継続してる為、ﾛキｿﾆﾝが継続

処方となっています。また、新たに左第4趾にベンチ腫の2次感染があ

りあり、ｱｽﾞｸﾛ軟膏とｻﾜｼﾘﾝ3回/1日、3日分が処方となっています。

注)10月14日リーダーへ連絡です。

10月14日患部の疼痛の有無と状態を確認し、疼痛が継続しているようであれば、野沢Dr．へ報告し、処方継続するか否か検討するそうですので午前中に電話を入れるようにと指示がありました。疼痛が無いようであれば、飲みきり止めとするので報告はしなくて良いという指示がありましたので、確実にお願いします。

· 豊巻　薫様～臨時のﾀﾍﾞｼﾞｰﾙが継続処方となっています。引き続き、湿疹状態の観察をお願

いします。

· 奥寺　徹様～臨時のﾀﾍﾞｼﾞｰﾙが継続処方となっています。引き続き、湿疹状態の観察をお願

いします。

＜隔離室利用患者様報告＞

· 野沢　英貴様～終日隔離中です。本日増薬となっており、引き続き精神症状や、副作用に

注意し、観察していきましょう。日中は粗暴行為等なく過ごしていますが、

にやつき・トイレの水流し・小窓からホールを伺う様子がみられています。

夜間も十分な睡眠が取れておらず、精神症状の不安定さが継続しています。

本日は皮膚科受診の為、スタッフ付き添いにて15分程退室していますが、

退室時は電気のスイッチを触ろうとしたり、にやつきながら卑猥な発言を

したりと落ち着きが無く、介入を要しています。入浴等の開放時はスタッ

フが見守り、他者とのトラブル等ないようにしましょう。他室侵入や他者

への迷惑行為など、本人の精神状態が不安定であることに伴い、他者から

暴力行為を受ける可能性もある為、引き続き刺激の少ない療養環境を提供

し、状態が安定するよう援助していきましょう。

＜新入院患者様＞

· 巴　勇樹様～10月10日、東Aユニットへ入院となっています。入院後は男性患者様に話し　

　　　　掛けが多くみられ、高笑いをしたり、詰所に来てはタバコ・コーラ等の要求

をしたりと、落ち着きの無さが目立っています(タバコは1本×4回/1日)。他

者と物のやりとりが原因でトラブルとなる可能性もあるので十分に注意し観察

しましょう。また、夜間は本人より「眠れない」との訴えがあり、横になって

休んでみるよう促すが、安静を保てずにすぐに起き出し、睡眠も十分に取れて

いない状態です。夜間は睡眠を促し、安定した睡眠時間を確保できるよう援助

していきましょう。

主治医より母親へ薬剤や、疾病についての説明がありました。薬剤については、

以前通院していたみかわ神経内科より処方されていたものと同じ作用の薬を当

院より処方するが服薬調整していく事服薬に伴い、副作用が生じる可能性があ

ること説明しています。(悪性症候群等)疾病については、回復が難しく、生活

能力が徐々に低下し、交通機関を利用する等、これまでできていたことができ

なくなる可能性が強いこと・入院期間も未定である事を説明し、理解されてい

ます。

※洗濯は業者洗濯です。

・中村　富夫様～10月10日、東Dユニットへ入院となっています。入院後は手指振戦や発汗

等の離脱症状なく、食事も各食全量摂取(常食)されています。時折ホールに

て、他患者様と会話をする様子もあり、落ち着いて過ごされています。

アルコ－ル依存症治療プログラムについては、高齢(本人78歳)であることや、

前回の入院時にプログラム導入前に興奮し、協力が得られなかった経緯があ

る為、2週間は生活状況を見ながら本人の理解力の程度・身辺の事等を観察

し、今後の方針を検討して行くという事になりました。

※洗濯は家族洗濯です。(主な連絡先は長男宅)

＜退院時療養検討会＞

・ 木村　格治様～10月12日(木)10：00退院予定となっており、本日、退院療養検討会を実施

し、退院療養計画書を作成しています。

＜ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて＞

9月27日(水)にﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ検討会が開催されました。

検討会では、以下の意見が発表され、その対策について話し合われました。

1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容ではなく、実施場所で選ぶ患者様がいたこと

→患者様には、場所ではなく実施内容で選ぶように促していく

2 ﾌﾟﾚﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・ｱﾌﾀｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞの司会表のフォルダをパソコンに入れてほしい

→各ミーティングを行っている西病棟に司会表が置いてあるので、そちらを参照する

3 翌日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ希望をとり忘れる事が度々あったこと

→ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ終了後、翌日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ希望をとるようにする等工夫し、聞き忘れのないように徹底していく。

*プログラムについたスタッフは以上の事を確認し、プログラムを行なう様にしましょう。













